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昭
和
二
二
年
三
月
十
五
日
、
大
田
区
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
七
年
に
出
来
た
東
京
市
大
森
区
（
大
森
町
・
入
新
井
町
・
馬

込
町
・
池
上
町
・
東
調
布
町
）
と
、
蒲
田
区
（
蒲
田
町
・
羽
田
町
・

矢
口
町
・
六
郷
町
）
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
区
で
す
。
大
森
区
の
「
大
」

と
蒲
田
区
の
「
田
」
を
取
っ
て
「
大
田
区
」
と
称
し
ま
す
。 

 

蒲
田
モ
ダ
ン
研
究
会
で
は
、
二
回
に
わ
け
区
界
を
歩
く
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
、
現
在
の
東
蒲
田
と
大
森
中
の
区
界
か
ら
池
上
ま
で
歩
き

ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
は
か
つ
て
海
苔
漁
が
盛
ん
だ
っ
た
エ
リ
ア
で
す
。

旧
呑
川
は
海
苔
船
の
重
要
な
航
路
で
し
た
。
川
沿
い
の
テ
ン
マ
置
き

場
が
児
童
公
園
に
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
ら
が
古
く

か
ら
家
々
が
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
「
古
海
道
」
が
東
西
に
貫
い

て
い
ま
す
。
東
海
道
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
は
、
重
要
な
街
道
で
し
た
。

そ
し
て
呑
川
か
ら
離
れ
、
区
界
は
か
つ
て
の
六
郷
用
水
路
で
あ
っ
た

陣
川
が
目
印
と
な
り
ま
す
。
目
印
と
言
っ
て
も
今
は
暗
渠
で
す
か
ら
、

水
の
流
れ
を
目
に
す
る
事
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、
道
の
片
側
だ
け
に
あ

る
歩
道
が
想
像
力
を
か
き
立
て
ら
れ
ま
す
。「
陣
川
」
も
し
く
は
「
じ

ん
が
ぼ
り
」
と
よ
ば
れ
た
水
路
沿
い
に
区
界
が
続
き
ま
す
。
そ
し
て

第
一
京
浜
国
道
を
横
切
り
、
更
に
上
流
へ
と
続
き
ま
す
。
現
大
森
西

六
丁
目
と
現
蒲
田
二
丁
目
が
接
す
る
道
が
梅
屋
敷
商
店
街
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
。
こ
の
辺
り
は
荒
れ
地
で
、

江
戸
時
代
末
期
、
当
時
の
北
蒲
田
村
の
地
主
た
ち
は
、
年
貢
を
取
ら

れ
る
よ
り
は
と
、
こ
こ
ら
辺
約
十
三
町
歩
程
を
酒
二
升
つ
け
西
大
森

村
に
進
上
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
の
ち
に
商
店
街
と
し
て
栄
え

る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
は
み
な
か
っ
た
事
で
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
そ
の
後
旧
区
界
は
吞
川
を
北
上
、
大
森
高
校
あ
た
り
で
西

に
進
み
、
ポ
ニ
ー
公
園
で
か
つ
て
こ
こ
ら
一
帯
に
明
治
三
九
年
（
一

九
〇
六
）
開
場
し
た
競
馬
場
が
あ
っ
た
説
明
を
読
み
、
明
治
に
思
い

を
馳
せ
ま
す
。 

 

続
き
は
別
日
、
池
上
駅
に
集
合
し
て
旧
徳
持
（
現
、
池
上
六
丁
目

〜
八
丁
目
）、
千
鳥
二
丁
目
、
一
丁
目
と
進
み
、
下
丸
子
と
鵜
の
木

の
境
を
進
み
ま
す
。
し
っ
か
り
耕
地
整
理
さ
れ
、
広
い
碁
盤
の
目
に

区
切
ら
れ
た
一
帯
に
は
、
池
上
競
馬
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
そ

の
痕
跡
は
皆
無
で
す
。 

 

第
二
京
浜
を
渡
る
と
住
所
表
示
は
千
鳥
。
か
つ
て
の
区
界
が
複
雑

に
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
の
が
千
鳥
二
丁
目
。
住
居
表
示
は
千
鳥
な
の

に
、
住
居
表
示
の
二
七
番
、
三
〇
番
、
三
六
番
、
三
八
〜
四
〇
番
が

矢
口
特
別
出
張
所
管
轄
で
、
そ
れ
以
外
は
鵜
の
木
特
別
出
張
所
管
轄

な
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
特
別
出
張
所
の
区
分
け
が
、
旧

大
森
区
と
旧
蒲
田
区
に
準
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
う
言
う
い
き
さ

つ
を
無
視
し
て
広
い
道
路
を
基
準
に
新
住
居
表
示
を
決
め
ち
ゃ
っ

旧
区
界
が
教
え
て
く
れ
る
事 
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た
結
果
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。 

 

千
鳥
二
丁
目
に
は
、

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

一
角
が
あ
り
ま
す
。
千

鳥
二
丁
目
一
二
番
〜

三
二
番
の
一
帯
は
、
狭

い
短
冊
状
の
路
地
で

区
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
こ
だ
け
周
辺

と
違
う
の
で
し
ょ
う

か
？
実
は
こ
こ
に
は

昭
和
一
四
年
（
一
九
三

九
）、
同
潤
会
の
分
譲

し
た
調
布
千
鳥
町
住

宅
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
近
隣
の
工
場

に
勤
め
る
工
員
向
け

の
住
宅
で
す
。 

 

そ
し
て
こ
こ
に
は
、

大
正
一
五
年
（
一
九
二

六
）
か
ら
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
ま
で
慶

應
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
野
球
場
が
あ
り
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
池
上
線
の
千
鳥
町

駅
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
日
吉
に
移
転
す
る
ま
で
の
間
、「
慶
大
グ
ラ
ウ

ン
ド
前
」
と
言
う
名
前
で
し
た
。
駅
は
今
の
千
鳥
町
駅
よ
り
池
上
寄

り
に
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
実
は
、
千
鳥
町
駅
の
久
が
原
寄
り
に

は
「
光
明
寺
」
と
言
う
駅
が
有
り
ま
し
た
。
電
鉄
会
社
に
と
っ
て
は
、

寺
社
へ
の
参
拝
客
、
学
生
の
利
用
は
重
要
な
収
入
源
で
し
た
。
ど
う

見
た
っ
て
慶
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
光
明
寺
も
当
時
の
目
蒲
線
の
方
が

近
い
で
す
が
、
あ
え
て
集
客
を
狙
っ
た
駅
名
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

慶
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
駅
は
今
の
位
置
に
移
転
し
、

「
光
明
寺
駅
」
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。 

 

話
が
横
道
に
逸
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
区
界
の
話
に
戻
り
ま
す
。

千
鳥
町
駅
を
過
ぎ
る
と
、
台
地
の
裾
に
か
つ
て
の
六
郷
用
水
北
堀
が

流
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
区
界
か
と
思
い
き
や
、
久
が
原
の
大
地
部

分
を
区
界
が
横
切
っ
て
い
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、
六
郷
用
水
を
開

削
す
る
以
前
か
ら
集
落
は
あ
っ
た
わ
け
で
、
下
丸
子
で
畑
作
を
行
な

っ
て
い
た
農
家
の
家
々
が
、
大
地
部
分
に
あ
っ
て
も
当
然
で
す
。
今

の
環
八
と
多
摩
川
の
間
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
氾
濫
を
繰
り
返
し
て
い

た
わ
け
で
、
農
家
の
人
た
ち
は
、
氾
濫
に
あ
っ
て
も
大
丈
夫
な
大
地

部
分
に
家
を
建
て
畑
に
通
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
す
。
や

が
て
区
界
は
か
つ
て
の
多
摩
川
蛇
行
跡
の
光
明
寺
池
（
高
い
フ
ェ
ン

ス
に
囲
わ
れ
中
を
覗
く
こ
と
は
出
来
な
い
）
か
ら
、
多
摩
川
線
を
横

切
り
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
の
道
へ
と
続
き
、
程
な
く
か
つ
て
の
三
菱
重

工
工
場
跡
の
土
手
に
ぶ
つ
か
り
多
摩
川
の
先
は
川
崎
市
と
な
り
ま

す
。 


